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「適正利用とエコツーリズム」への取組み状況 

 

■事業名：西表島における適正利用とエコツーリズム推進体制構築支援業務 

■事業主体：沖縄県自然保護課 

   ※検討会の共同事務局：竹富町政策推進課 

※事業委託先・再委託先：株式会社プレック研究所、西表島エコツーリズム協会 

■事業期間：平成 29年度～平成 31年度（3年間） 

■事業の目的： 

  フィールドの利用ルールの設定、利用コントロールの制度的裏付けの確保、適正利用を推進

していくための組織体制の構築等について、地域関係者・ガイド事業者との意見交換・入念な

調整を踏まえた検討を行い、西表島エコツーリズムガイドラインを作成すると共に、適正利用

とエコツーリズムの推進体制を構築する。 

 

■検討体制： 

「適正利用とエコツーリズム推進体制構築に向けた検討会」及びエリアごとのＷＧを設置 

（WGの代表者・副代表者からなる代表者ミーティングで検討会と WGの間の連絡等を実施） 
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検討会 

・検討会の議論の整理 

・WGの進め方の調整 

・エリア間での調整 

エリアごと、フィール

ドごとの検討や事業者

の視点からの検討結果 

西表島全体での検討や地域住民・

行政の視点からの検討結果、 

有識者からの助言 
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＜共同事務局＞ 

・沖縄県自然保護課 

・竹富町政策推進課 

※海域 WGは竹富町の事業で実施 
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検討会 

委員構成 

 

ガイドＷＧ 

エリア区分 

 

  

 所属・役職 氏名 

有識者 

NPO法人 沖縄県エコツーリズム推進協議会 会長（元

琉球大学教授） 

花井正光 

国立大学法人琉球大学 理学部海洋自然科学科 教授 伊澤雅子 

国立大学法人琉球大学 博物館（風樹館） 教務職員 佐々木健志 

国立大学法人琉球大学 理学部海洋自然科学科 教授 横田昌嗣 

琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設 副施

設長 
渡辺信 

東海大学沖縄地域研究センター 教授 河野裕美 

西表をほりおこす会 会長 石垣金星 

地元関係

団体 

西表東部地区公民館連合会 会長 

沖縄県猟友会 竹富町地区 地区長 

竹富町商工会 会長 

竹富町観光協会 会長 

竹富町観光協会 西表島世界自然遺産研究委員会 委員長 

西表島エコツーリズム協会 会長 

西表島カヌー組合 組合長 

竹富町ダイビング組合 世界自然遺産担当 

西表島シュノーケル評議会 会長 

八重山ＳＵＰ協会西表支部 支部長 

NPO 法人どうぶつたちの病院 沖縄 西表診療所 獣医師 

ＷＧ代表 

仲間川エリアＷＧ 代表  

北東部エリアＷＧ 代表  

ヒナイ川エリアＷＧ 代表  

浦内川エリアＷＧ 代表  

南西部エリアＷＧ 代表 

海域エリアＷＧ 代表  

行政関係

者 

竹富町 政策推進課 課長 

竹富町 教育委員会社会文化課 課長 

沖縄県 環境部 自然保護課 課長 

沖縄県 文化観光スポーツ部 観光整備課 課長 

環境省 那覇自然環境事務所 国立公園課 国立公園企画官 

林野庁 沖縄森林管理署 森林技術指導官 

林野庁 西表森林生態系保全センター 生態系管理指導官 
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■平成 29年度の検討実施状況及び今後の検討予定 

 年月 会議 検討内容 

平成

２９ 

8月～9月 

（計 3回） 

ガイド事業者

説明会 

・事業内容を説明し、ガイド事業者に WGへの参加を呼

びかけ  

年度 9月 

（計 6回） 
※うち 1回は

竹富町事業 

第 1回ＷＧ 

（エリア別） 

・趣旨説明 

・西表島におけるエコツーリズム推進の目的及び方針に

ついて 

・自然観光資源の現状と課題の確認 

・各フィールドの利用ルールについて 

・その他（WG代表、副代表の選出等） 

 11月 22日 WG代表者会議 ・検討の進め方について 

 11月 29日 第 1回検討会 ・事業の目的・内容・成果について 

・エコツーリズム推進全体構想について 

・エリア WGにおける検討状況について 

・西表島エコツーリズムガイドライン（素案）について 

・その他 

 12月 20日 WG代表者会議 ・検討の進め方について 

 1月 

（計 2回） 

第 2回ＷＧ 

（合同） 

・事業の目的・目指す成果について 

・ルール検討の進め方について 

・具体的な検討事項（モニタリング手法、ガイド制度、

情報発信、組織体制）について 

 2月 13日 現地視察 ・大見謝川、ヒナイ川、浦内川 

  第 2回検討会 ・目的・方針の確認及び今後の検討方法について 

・モニタリング方法について 

・ルール遵守のための仕組みについて 

・エコツーリズムと地域社会との関係について 

・組織・体制構築／有効な情報発信について 

・その他（次年度のスケジュールについて） 

 2月 25日 WG代表者会議 ・検討の進め方について 

・モニタリングの試行について 

 

 

平成

３０

年度 

・検討会を３回、ＷＧを３回実施 

・エコツーリズムガイドライン（案）を作成 

・西表島内シンポジウムを開催 

 

 

平成

３１

年度 

・検討会を３回、ＷＧを３回実施 

・エコツーリズムガイドラインを作成。（必要に応じてエコツーリズム推進法に基づく

エコツーリズム推進全体構想とすることを想定） 

・パンフレットを作成（ガイドラインの普及版や一般向けルールブック）。 

・島外シンポジウムを開催 

 

 


